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i
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
中
心
に
一

大

西

吉

之

、

　
【
要
約
】
　
「
前
工
業
化
都
市
」
の
居
住
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
G
・
シ
ョ
パ
1
グ
ら
の
提
示
し
た
都
市
モ
デ
ル
の
検
証
と
い
う
形
で
進
め
ら

　
れ
て
き
た
。
エ
リ
ー
ト
層
を
中
心
と
し
、
周
辺
に
向
か
う
に
連
れ
て
よ
り
低
い
社
会
層
が
み
ら
れ
る
と
い
う
シ
ョ
バ
ー
グ
の
同
心
円
モ
デ
ル
は
、
共
和
国

　
期
の
オ
ラ
ン
ダ
都
市
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
次
ぐ
第
二
の
商
業
都
市
で
あ
っ
た
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
取
り
上

口
げ
、
十
八
世
紀
半
ぼ
の
所
得
査
定
資
料
か
ら
こ
の
都
市
の
居
住
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
た
。
一
連
の
作
業
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
重
要
な
結
論
は
、
都
市
の

　
中
心
部
に
、
エ
リ
ー
ト
層
な
ら
び
に
富
の
集
中
が
み
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
特
異
な
パ
タ
ー
ン
は
各
地
区
の
立
地
や
職
種
か
ら
、
そ
の

　
多
く
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
半
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
か
ら
説
明
の
で
き
な
い
都
市
エ
リ
ー
ト
、
レ
ヘ
ン
ト
の
居
住
パ
タ
ー
ン
が
、
彼
ら
の
善

い
会
的
ス
テ
イ
タ
ス
を
示
す
数
少
な
い
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
八
巻
三
号
　
【
九
九
五
年
五
月

問
　
題
　
設
　
定

　
現
在
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
港
」
と
し
て
名
高
い
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
、
共
和
国
期
に
お
い
て
す
で
に
、
人
口
規
模
や
海
運
・
交
易
活
動
か
ら
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
次
ぐ
オ
ラ
ン
ダ
第
二
の
都
市
と
し
て
の
地
位
を
享
受
し
て
い
た
。
経
済
の
中
心
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
と
い

っ
た
周
辺
諸
国
と
の
貿
易
と
、
こ
れ
に
付
随
す
る
各
種
加
工
業
に
あ
り
、
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
易
量
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
そ
れ
を

大
き
く
し
の
い
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
当
時
の
隆
盛
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
和
国
期
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
関
す
る
歴
史
研
究
は
、
戦
後
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
ま
ま
取
り
残
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ざ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世

紀
に
か
け
て
の
研
究
は
皆
無
に
近
い
。
無
論
、
こ
う
し
た

状
況
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
経
済
的
重
要
性
か
ら
み
て
も
、

ま
た
当
時
の
多
様
な
都
市
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
も
、

望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
は
居
住
パ
タ
ー

ン
の
詳
細
な
分
析
を
通
じ
て
、
商
業
都
市
ロ
ヅ
テ
ル
ダ
ム

の
姿
を
、
そ
の
一
面
な
り
と
も
、
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
居
住
パ
タ
ー
ン
と
は
、
そ
の
都
市
の
担
っ
た
様
々
な
機

能
や
当
時
の
社
会
的
・
経
済
的
状
況
と
い
っ
た
諸
要
素
が
、

有
機
的
に
作
用
し
あ
っ
た
結
果
生
じ
る
ひ
と
つ
の
現
象
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
居
住
パ
タ
ー
ン
の
分
析
と
そ
の
解
釈

に
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
人
口
、
経
済
、
社
会
に
関
す
る

知
識
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
逆
に
居
住
パ
タ
ー
ン

の
特
徴
や
変
化
か
ら
一
八
世
紀
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
社

会
に
関
す
る
新
た
な
一
面
が
語
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
近
代
初
期
の
都
市
居
住
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
研
究
は
、

従
来
G
・
シ
ョ
バ
ー
グ
や
J
・
E
・
ヴ
ァ
ン
ス
の
提
示
し

た
モ
デ
ル
を
検
証
す
る
形
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
シ
ョ
バ

1730年代のロッテルダム（ロッテルダム文書館所蔵）
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i
グ
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
層
が
都
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
周
辺
に
向
か
う
に
連
れ
て
よ
り
低
い
社
会
層
が
み
ら
れ
る
同
心
円
状
の
構
造
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
前
工
業
化
都
市
」
に
共
通
す
る
空
間
的
特
徴
と
し
た
。
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
都
市
を
題
材
と
し
た
J
・
ラ
ン
グ
ト
ン
ら
の
実
証
研
究
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
と
、
少
な
く
と
も
富
の
分
布
に
つ
い
て
は
同
心
円
状
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
一
八
世
紀
半
ば
の
工
業
都
市
レ
イ
デ
ン
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
て
も
、
J
・
D
・
ト
ゥ
ヤ
ル
ス
マ
の
研
究
に
よ
っ
て
同
様
の
構
造
が
、
あ
る
程
度
、
認
め
ら
れ
た
。
シ
ョ
バ
ー
グ
は
古
代
か
ら
工
業
化
前
夜

に
い
た
る
、
世
界
中
の
都
市
を
対
象
と
し
た
が
、
少
な
く
と
も
一
七
、
一
八
世
紀
の
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
は
一
定
の
有

効
性
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
J
・
E
・
ヴ
ァ
ン
ス
の
仮
説
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
都
市
に
お
け
る
居
住
パ
タ
ー
ン
と
一
六
世
紀
に
始
ま
る
、
そ
の
変
容
に
関
す
る
も

　
　
　
④

の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
彼
は
、
中
世
都
市
の
市
民
社
会
に
お
け
る
ギ
ル
ド
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
。
当
時
こ
の
組
織
に
加
入
す
る
こ
と
は
、

自
由
市
民
と
し
て
の
身
分
を
得
る
も
っ
と
も
一
般
的
な
手
続
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
ギ
ル
ド
と
は
単
な
る
生
産
の
管
理
組
織
に
と
ど
ま
ら
ず
、
構

成
員
の
社
交
の
場
で
あ
り
、
一
種
の
相
互
扶
助
制
度
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
居
住
パ
タ
ー
ン
は
各
ギ
ル
ド
ご
と
に
ま
と
ま
る
傾
向
が
み
ら

れ
た
、
と
す
る
。
彼
の
い
う
、
こ
う
し
た
職
業
別
住
み
分
け
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
資
料
的
に
困
難
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
ヴ

ァ
ン
ス
・
モ
デ
ル
が
し
ぼ
し
ば
検
討
の
対
象
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
資
本
主
義
的
」
パ
タ
ー
ン
へ
の
移
行
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
六
世
紀
以
降
、
土
地
は
生
活
・
生
産
の
場
と
し
て
保
有
す
る
も
の
か
ら
、
次
第
に
資
産
と
し
て
所
有
す
る
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
都
市
住

民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
ス
テ
イ
タ
ス
や
経
済
力
に
応
じ
た
住
居
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
富
裕
層
は
総
じ
て
、
よ
り
広
く
よ

り
新
し
い
家
屋
を
求
め
て
周
辺
部
に
移
動
す
る
が
、
下
層
の
住
民
は
細
来
の
狭
い
土
地
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
て
近
代
的
な
居
住

パ
タ
ー
ン
が
成
立
し
て
ゆ
く
。
以
上
の
仮
説
を
厳
密
に
検
証
す
る
た
め
に
は
数
百
年
に
渡
っ
て
生
じ
た
変
化
を
追
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
の
資
料
を
揃
え
る
こ
と
は
事
実
上
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
検
証
と
は
、
前
工
業
化
時
代
に
お
け
る
一
時

点
の
パ
タ
ー
ン
を
と
ら
え
て
、
こ
れ
を
ヴ
ァ
ン
ス
流
に
解
釈
し
て
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
否
定
は
し
な
い
が
確
証
も
な
い
、
と
い
っ
た
感
想
が

一
般
的
だ
が
、
彼
の
モ
デ
ル
が
、
少
な
く
と
も
社
会
的
変
化
と
居
住
パ
タ
ー
ン
と
の
密
接
な
関
係
を
詣
直
し
た
点
は
評
価
で
き
る
。
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本
稿
で
は
、
分
析
の
基
礎
と
な
る
一
七
四
三
・
四
四
年
の
所
得
査
定
資
料
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
た
後
、
ま
ず
、
上
で
説
明
し
た
モ
デ
ル
の
検

証
・
確
認
作
業
を
つ
う
じ
て
具
体
的
な
都
市
の
あ
り
様
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
当
時
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
、
職
業
や
富
、
あ
る
い
は
社
会
階
層

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
住
み
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
一
連
の
作
業
か
ら
浮
か
び
上
が
る
、
こ
の
都
市
の
空
間
構
造
に
、
シ
ョ
バ
ー
グ
の
示
唆
す
る
よ
う
な
特
徴
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
周
辺
部
に
貧
昆
層
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
富
裕
な
政
治
エ
リ
ー
ト
層
は
中
心
部
で
は
な
く
最
南
部
に
位
置
す
る
形
に
な

っ
て
お
り
、
富
の
中
心
も
南
部
か
、
最
南
部
に
み
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
シ
ョ
バ
ー
グ
・
モ
デ
ル
に
対
す
る
反
証
だ
と
主
張
し
て
み
て
も
、

あ
ま
り
有
益
な
議
論
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。
富
裕
層
の
集
中
す
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
南
部
は
、
そ
も
そ
も
商
業
発
展
に
伴
っ
て
一
六
世
紀
後
期

に
拡
張
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
こ
こ
に
展
開
す
る
居
住
パ
タ
ー
ン
は
当
然
、
オ
ラ
ン
ダ
の
経
済
的
興
隆
を
前
提
と
し
て
い
る
。
一
方
、
シ
ョ
パ

ー
グ
・
モ
デ
ル
の
よ
う
な
静
態
的
な
コ
般
法
則
」
は
こ
う
し
た
個
々
の
歴
史
的
経
緯
や
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
の
変
化
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
後
半
で
は
、
こ
の
モ
デ
ル
と
の
差
異
を
一
七
世
紀
以
降
に
生
じ
た
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
独
自
の
発
展
で

あ
る
と
捉
え
、
居
住
パ
タ
ー
ン
が
当
時
の
経
済
的
、
社
会
的
状
況
に
よ
っ
て
い
か
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
す

る
。

①
　
O
．
ω
U
o
9
嶺
、
§
馬
憾
ミ
噛
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
ミ
8
特
霧
鳳
ミ
ミ
髭
篭
給
ミ
」
客
9
く
く
〇
二
び

　
お
笛
O
．

②
旨
じ
雪
α
q
δ
ロ
℃
、
濁
①
ω
置
。
コ
試
才
望
淳
①
ヨ
ω
管
℃
「
①
－
ぎ
9
。
・
畦
巳
9
凱
。
ω
ヨ
。
ヨ
⑦

　
8
。
。
①
ω
口
罠
①
ω
跨
。
ヨ
ω
①
＜
Φ
一
答
8
葺
7
8
コ
ε
蔓
多
目
円
ぎ
、
り
吋
遷
浅
§
職
§
隠
魚

　
、
ぎ
㌧
蕾
ミ
ミ
鴨
ミ
馳
ミ
暁
恥
隷
曾
£
ミ
意
ミ
勲
9
（
一
Φ
謡
y

③
寓
．
U
．
ご
㊤
冨
ヨ
ρ
．
U
o
男
鴇
琶
【
㊦
簿
琵
。
g
嘆
く
弓
い
。
㌶
雪
ぎ
ミ
お
、
」
昌

　
譲
．
〉
」
9
巴
⑦
島
＾
。
・
（
O
P
）
”
両
§
無
ミ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
§
躇
㌧
晦
ミ
貯
ミ
ー
ミ
無
ミ
§
富

　
魯
ミ
軌
携
s
ミ
ト
馬
ミ
§
焼
脳
四
§
喬
ミ
ミ
ミ
ミ
馬
馬
ミ
き
℃
い
①
誌
0
7
一
簿
Q
。
．

④
旨
剛
や
く
・
・
ぎ
ρ
．
い
雪
α
昌
盛
σ
q
＝
8
①
暮
貯
箕
宇
同
衆
霞
鼠
む
・
ρ
B
℃
潔
巴
露
雪
岱

　
唱
。
ω
学
8
℃
一
冨
一
毎
〇
三
①
ω
．
㌧
騨
§
§
§
象
魂
ミ
慧
）
、
暫
ミ
（
一
り
謡
y
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二
　
資
料
紹
介

72　（410＞

　
輌
　
所
得
査
定
台
帳
閑
。
竃
霞
轟
影
畠
。
℃
㊦
冨
§
。
巴
①
の
ぎ
鉱
鶏
鉱
。

　
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
ホ
ラ
ン
ト
州
は
男
㊤
ヨ
韓
①
○
㊦
乙
と
呼
ば
れ
る
「
所
得
税
」
の
導
入
を
く
り
返
し
試
み

た
。
当
時
、
歳
入
の
不
足
は
相
次
ぐ
不
動
産
税
の
強
化
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
が
、
所
得
に
対
し
て
は
依
然
、
手
付
か
ず
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
税
負
担
の
不
公
平
感
を
増
大
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
州
行
政
は
一
六
七
一
、
一
年
の
「
災
厄
の
年
」
（
第
三
次
英
繭
戦
争
の
始
ま
っ

た
年
）
を
き
っ
か
け
に
、
所
得
税
の
実
施
を
検
討
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
所
得
税
」
は
近
代
的
な
そ
れ
と
は
異
な
り
、
住
民

の
職
種
や
家
屋
と
い
っ
た
諸
項
目
の
調
査
か
ら
個
々
の
所
得
を
大
ま
か
に
査
定
し
、
課
税
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
一
六
七
三
年
置
州
決
議
に
よ
る
と
、
閏
平
蕪
一
一
Φ
○
①
冠
の
対
象
者
は
公
務
な
ら
び
に
一
般
の
就
業
者
で
あ
っ
た
が
「
公
平
」
な
税
制
か
ら
は

程
遠
く
、
富
裕
な
商
人
層
と
職
を
持
た
な
い
資
産
家
（
ラ
ソ
チ
ェ
）
が
免
除
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
最
初
の
計
画
は
実
行
に
移
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

わ
っ
た
が
、
査
定
調
査
は
一
六
七
四
年
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
レ
イ
デ
ン
の
台
帳
国
。
罠
興
は
現
存
し
て
い
る
。

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
同
市
の
台
帳
に
は
、
当
時
の
地
区
単
位
芝
山
匿
ご
と
に
氏
名
、
職
種
、
課
税
額
が
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
数
は
四
三
一
八
件
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
全
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
お
よ
そ
四
割
弱
に
相
当
し
、
非
常
に
包
括
的
な
デ
」
タ
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
査
定
台
帳
か
ら
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
富
の
分
布
を
把
握
す
る
こ
と
は
ひ
ど
く
困
難
で
あ
る
。
富
裕
層
に
つ
い

て
は
課
税
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
か
、
査
定
が
ひ
ど
く
あ
ま
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
例
え
ば
、
市
参
事
会
員
の
課
税
額
は
パ
ソ
職
人
の

そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
一
八
世
紀
に
入
っ
て
も
、
新
た
な
「
所
得
税
」
導
入
の
計
画
は
幾
度
か
浮
上
し
、
そ
の
都
度
、
内
容
も
精
密
化
・
徹
底
化
さ
れ
て

い
っ
た
。
一
七
〇
六
年
の
提
議
は
日
の
目
を
み
な
か
っ
た
が
、
一
七
一
五
年
の
そ
れ
は
翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
一
七
二
三
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
査
定
資
料
に
つ
い
て
は
他
都
市
の
も
の
が
数
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
七
四
二
年
に
決
議
さ
れ
た
最
後
の



財
㊤
ヨ
臨
δ
O
Φ
δ
－
特
に
弓
㊦
湊
8
Φ
巴
Φ
ρ
二
〇
江
。
。
暮
δ
と
呼
ば
れ
る
（
以
後
、
℃
・
ρ
と
省
略
）
一
の
査
定
資
料
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
含
む
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ほ
と
ん
ど
の
ホ
ラ
ソ
ト
都
市
の
も
の
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
が
質
・
量
と
も
に
も
つ
と
も
充
実
し
た
内
容
を
誇
っ
て
い
る
。

　
℃
’
ρ
・
査
定
調
査
の
手
引
書
に
よ
る
と
、
課
税
対
象
者
は
年
齢
、
未
婚
・
既
婚
に
関
係
な
く
、
年
収
六
百
ギ
ル
ダ
ー
以
上
と
見
な
さ
れ
る
収

入
・
財
産
を
有
す
る
者
で
、
例
外
は
、
大
学
教
授
・
講
師
／
牧
師
／
陸
海
軍
将
校
の
収
入
、
渡
り
職
人
、
フ
リ
ー
の
親
方
、
滞
在
六
ケ
月
以
内

の
外
国
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
査
定
対
象
は
、
公
職
、
商
工
業
、
自
由
業
、
株
、
公
債
、
金
貸
し
、
そ
の
他
に
よ
る
収
入
並
び
に
す
べ
て
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

産
・
不
動
産
と
規
定
さ
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
℃
・
ρ
●
で
は
、
富
裕
層
に
対
す
る
例
外
的
措
置
が
一
切
見
ら
れ
ず
、
こ
の
資
料
は
居
住
パ
タ
ー

ン
の
分
析
に
適
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
男
O
●
に
は
、
年
収
が
六
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
を
下
回
る
と
判
断
さ
れ
た
人
々
に
関
す
る
情
報

が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
℃
・
の
●
の
課
税
対
象
者
は
、
表
1
に
し
た
が
っ
て
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
る
。
　
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
℃
●
ρ
は
累
進
課
税
で
あ
る
。

所
得
の
査
定
に
つ
い
て
具
体
的
な
手
順
を
指
示
す
る
項
閉
は

一八世紀オランダ都市の居注パターン（大西）

な
い
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
ひ
ど
く
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
家
屋
の
価
値
や
、
ヨ
ッ
ト
・
馬

車
・
別
荘
の
有
無
、
使
用
人
の
人
数
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
の
下

限
が
自
動
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば

仮
に
ヤ
ン
・
ヤ
ン
セ
ン
琉
が
四
輪
・
四
頭
だ
て
の
馬
車
と
別

荘
を
所
有
し
て
い
た
場
合
、
彼
の
ラ
ン
ク
は
自
動
的
に
一
五

以
上
と
な
り
、
少
な
く
と
も
一
六
〇
ギ
ル
ダ
ー
以
上
の
税
金

を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
査
定
台
帳
は
一
七
四
三
年
か
ら
四
四
年

税額

6
8
1
2
1
5
1
8
2
5
3
2
4
0
5
0
6
0
7
5
9
0

120

140

160

180

200

250

300

350

表1　P．Q．課税表

所得査定額

　600以上　　700未満

　700　800
　800　1．000
1，000　1，200

1，200　1，500

1，500　2，000

2，000　2，500

2，500　3，000

3，000　3，500

3，500　4，000

4，000　4，500

4，500　5，000

5，000　6，000

6，000　7，000

7，000　8，000

8，000　9，000

9．000　10，000

1e，ooo　12，000

12，000　14，000

14，000　16，000

クラス

1
　
　
2
　
　
0
0
　
4
　
　
「
D

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0

＊　以下，査定額が2，00Dギルダー上昇す

　ることに税額は50ギルダーあがる。
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に
か
け
て
作
成
さ
れ
、
こ
こ
に
は
課
税
対
象
者
の
氏
名
、
職
種
、
家
賃
（
持
ち
家
で
も
家
賃
と
し
て
評
価
）
、
家
屋
の
（
正
確
に
は
地
所
の
）
番
号
、

使
用
人
の
人
数
（
徒
弟
、
職
人
を
除
く
）
、
査
定
結
果
、
税
額
、
馬
車
／
船
／
別
荘
の
有
無
な
ど
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
台
帳
は
二
種
類
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
方
は
β
ッ
テ
ル
ダ
ム
文
書
館
に
、
も
う
一
方
ば
デ
ン
・
ハ
ー
グ
王
立
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
国
騨
日
臣
Φ
O
①
置
関
係
の
資
料
を
整
理

・
紹
介
し
た
W
・
F
・
H
・
オ
ル
デ
ヴ
ェ
ル
ト
の
説
明
に
よ
る
と
、
胃
ッ
テ
ル
ダ
ム
版
は
微
税
人
の
提
供
す
る
情
報
か
ら
作
成
さ
れ
た
ノ
ー
ト

の
段
階
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
公
的
な
承
認
を
受
け
る
前
の
台
帳
で
あ
る
ら
し
い
。
一
方
、
ハ
ー
グ
版
は
税
の
徴
収
が
完
了
し
た
後
に
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

的
な
記
録
と
し
て
作
成
・
、
保
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
実
際
に
比
較
し
て
み
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
違
い
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
版
は
査
定
結
果
の
数
値
が
塗
り
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
個
人
情
報
の
漏
洩
を
恐
れ
て
の
措
置

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
ハ
ー
グ
版
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
差
異
が
あ
っ
た
場
合
も
こ
の
版
を
優
先
し
た
。

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
男
ρ
査
定
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
二
六
〇
六
件
の
情
報
は
、
四
万
四
千
の
人
口
推
定
値
か
ら
全
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
二
割
強

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
分
析
に
は
、
本
人
に
ま
だ
管
理
能
力
の
な
い
子
供
が
所
有
す
る
資
産
に
課
税
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
後

見
人
に
対
す
る
課
税
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
）
や
情
報
が
不
完
全
で
あ
る
ケ
ー
ス
、
そ
し
て
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
周
辺
部
の
住
民
を
除
い
た
二
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
⑦

件
を
取
り
上
げ
た
。
一
方
、
年
収
が
六
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
に
満
た
な
い
と
判
断
さ
れ
た
人
々
に
つ
い
て
、
こ
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
何
も
語
っ
て
く

れ
な
い
が
、
彼
ら
の
居
住
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
℃
・
O
・
対
象
者
の
空
白
地
区
と
い
う
間
接
的
な
形
で
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

①
O
①
§
Φ
§
8
鍵
。
二
巴
菊
。
詳
。
a
e
・
旦
O
Q
っ
〉
、
目
撃
お
9

②
　
以
上
、
男
帥
き
三
〇
〇
。
匡
の
解
説
に
つ
い
て
は
♂
＜
・
男
圃
肉
・
O
鼠
。
♂
’
、
。
罫
．
U
。

　
じ
d
曾
o
o
℃
拐
需
昌
0
2
琶
，
く
碧
　
鳥
⑦
⇔
コ
Φ
＜
o
欝
貯
σ
q
二
〇
『
寓
。
＝
雪
ロ
。
。
o
Q
Q
帥
Φ
ヨ
蕃
σ
σ
o
＝
島
。

　
ω
8
山
雪
く
皇
σ
q
魯
ω
g
ズ
。
三
。
「
Φ
昌
く
§
ユ
⑦
守
ヨ
三
σ
q
①
一
二
窪
く
簿
昌
一
〇
零
冨
富

　
窪
ミ
島
、
噛
肉
＆
触
§
ミ
恕
㌣
ミ
無
。
鳩
㌃
罫
腎
ミ
ぎ
簿
、
卜
a
海
（
δ
U
O
）
㌧
弓
で
■
o
。
O
i
Q
。
Q
。
・

③
Ω
。
ヨ
。
。
艮
。
貿
。
三
。
h
肉
。
耳
。
a
p
ヨ
㌧
O
Q
っ
〉
、
ヨ
．
亀
8
』
ミ
O
．

④
　
Ω
①
ヨ
。
①
三
〇
2
，
0
眠
①
h
涛
。
葺
①
三
9
ヨ
、
O
u
D
2
霞
・
自
↓
9

⑤
ロ
ッ
ア
ル
ダ
ム
版
は
O
①
ヨ
Φ
窪
8
舞
〇
三
駄
勾
〇
一
9
a
9
ヨ
噂
○
ω
鋭
輯
・
念
⑰
ρ

　
ハ
ー
グ
版
は
〉
お
。
き
。
窪
海
ご
寄
p
『
0
7
一
〇
h
・
〉
己
臥
①
h
隠
霧
島
①
ぎ
鼻
”
ヨ
。
『
8
『

　
〉
自
＆
鉱
O
㌧
嵩
さ
ω
㊤
■

⑥
≦
’
男
持
9
9
芝
①
罫
、
国
魯
営
嘆
ヴ
く
鶏
a
茜
。
く
①
轟
㊤
ヨ
。
ニ
コ
σ
q
σ
皿
霧
凱
薦
－

　
ぎ
三
門
窪
一
昌
9
け
霞
9
凶
㊦
h
α
o
『
σ
q
①
ヨ
o
o
簿
①
e
知
。
ミ
ミ
～
§
鍔
き
登
営
尋
ミ
ミ
♪

　
窃
①
話
簿
ω
圃
（
一
Φ
・
お
）
・

⑦
都
市
周
辺
部
の
影
写
位
置
は
、
資
料
の
性
質
上
、
特
定
で
き
な
い
の
で
考
察
か

　
ら
除
外
し
た
。

74　（412）



一八世紀オランダ都市の居・住パターン（大西）

　
二
　
分
析
単
位
と
位
置
の
特
定

　
都
市
の
居
住
パ
タ
ー
ン
を
分
析
す
る
際
、
研
究
者
は
ま
ず
対
象
と
す
る
都
市
を
い
か
に
区
分
し
て
お
く
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
都
市
の
仕
切
り
方
次
第
に
よ
っ
て
、
パ
タ
ー
ン
の
現
れ
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
あ
る
特
定

の
社
会
グ
ル
ー
プ
が
都
帯
の
あ
る
部
分
に
集
中
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
分
析
用
の
境
界
線
に
よ
っ
て
二
分
、
三
分
さ
れ
て
し
ま
え
ぼ
、

研
究
者
は
「
均
等
な
分
布
」
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
は
、
区
分
を
で
き
る
だ
け
細
か
く
す
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
資
料
的
に
困
難
な
場
合
が
多
く
、
先
行
研
究
で
は
も
っ
ぱ
ら
当
時
の
地
区
単
位
に
基
づ
い
た
分
析
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

　
共
和
国
期
の
ナ
ラ
ン
ダ
都
市
を
扱
っ
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
二
例
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
区
単
位
毛
轄
ハ
を
分
析
単
位

　
　
　
　
①

と
し
て
い
る
。
し
か
し
当
時
の
区
割
り
は
、
R
・
キ
ス
テ
マ
ー
カ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
居
住
パ
タ
ー
ン
の
分
析
に
向
い
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。
彼
に
よ
る
と
ぞ
こ
犀
は
当
時
、
行
政
の
下
部
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
は
市
民
軍
の
一
中
隊
に
対
応
す

る
軍
事
単
位
で
も
あ
っ
た
。
各
≦
こ
園
は
将
校
・
下
土
官
と
自
前
で
武
器
を
調
達
で
き
る
市
民
が
必
ず
一
定
数
含
ま
れ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て

　
　
　
　
　
②

い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
≦
こ
閥
に
際
立
っ
た
富
の
偏
差
が
生
じ
る
こ
と
は
こ
の
区
割
り
の
性
質
上
あ
り
得
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
即
ρ
．
資
料
を
分
折
の
中
心
に
お
い
た
T
・
レ
ヴ
ィ
女
史
は
、
六
〇
の
≦
こ
障
そ
れ
ぞ
れ
に
相
対
的
な
差
異
を
確
認
し
た
も
の
の
、
結
論

と
し
て
は
様
々
な
社
会
階
層
の
混
在
を
居
住
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
と
し
た
。
し
か
し
、
キ
ス
テ
マ
三
陸
ー
の
批
判
以
降
、
こ
う
し
た
偏
向
性
を
も

つ
単
位
に
基
づ
い
た
彼
女
の
見
解
を
修
正
す
る
新
た
な
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
勺
●
O
．
査
定
台
帳
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
は
異
な
り
、
一
二
に
仕
切
ら
れ
た
霊
牌
（
で
は
な
く
、
四
つ
の
円
く
≦
母
江
霞

ご
と
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る
。
　
一
六
七
四
年
の
男
㊤
巳
冨
O
①
δ
で
は
類
こ
犀
単
位
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
勢
い
つ
交
替
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
区
分
が
以
下
の
寸
翰
に
適
当
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
閑
ぞ
錠
叶
一
霞
で
は
単
位
が
大
き
す

ぎ
る
し
、
≦
こ
犀
で
は
抱
え
込
む
問
題
が
大
き
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
以
下
で
説
明
す
る
複
数
の
資
料
に
よ
っ
て
即
ρ
対
象
者
の
住
所
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を
可
能
な
限
り
特
定
し
た
後
、
分
析
用
の
区
分
を
新
た
に
設
定
し
た
。

　
勺
．
O
●
査
定
台
帳
に
は
、
各
対
象
者
の
家
屋
が
位
置
す
る
地
所
に
割
り
振
ら
れ
た
番
号
く
葭
℃
o
昌
象
コ
α
q
宏
虚
日
ヨ
震
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
住
所
特
定
の
唯
一
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
　
こ
の
番
号
は
、
そ
も
そ
も
不
動
産
税
を
課
税
す
る
際
の
認
識
番
号
で
あ
っ
た
も
の
だ
が
、

即
ρ
で
は
こ
の
番
号
の
順
番
に
沿
っ
て
査
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
方
、
地
所
に
は
も
う
ひ
と
つ
別
の
番
号
が
あ
っ
た
。
各
地
所
の
所
有
者

を
記
録
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
番
号
℃
目
9
0
8
一
穎
儒
書
露
賃
で
あ
る
。
当
時
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
番
号
が
併
存
し
た
こ
と
で
、
役
人
も
混
乱

し
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
七
七
四
年
か
ら
七
七
年
に
か
け
て
両
番
号
の
対
照
帳
簿
が
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
資
料
は
単
な
る
番
号
の
突
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

合
わ
せ
以
外
に
A
各
地
所
の
位
置
を
特
定
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
情
報
を
有
し
て
い
る
。
帳
簿
に
は
、
あ
る
地
所
が
通
り
の
四
つ
角
の
い
ず

れ
か
に
位
置
し
て
い
る
場
合
、
必
ず
交
差
す
る
通
り
の
名
前
と
方
角
（
ど
ち
ら
側
で
あ
る
か
）
が
記
載
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
四
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

通
り
・
運
河
に
囲
ま
れ
た
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
間
に
何
番
か
ら
何
番
の
地
所
が
含
ま
れ
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
地
図
に
関
し
て
は
、
一
八
世
紀
に
詳
細
な
都
市
地
図
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
六
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
詳
細
な

　
　
　
　
⑤

擬
似
鳥
畷
図
（
平
面
図
に
建
築
物
を
立
体
的
に
書
き
込
ん
だ
も
の
）
と
一
八
三
九
年
間
作
成
さ
れ
た
、
正
確
な
測
量
に
基
づ
く
都
市
地
図
囚
㊤
α
p
ω
け
震

　
　
　
⑥

閤
舞
詳
Φ
ロ
と
の
比
較
作
業
を
平
行
し
て
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
世
紀
に
は
地
所
を
含
め
、
ほ
と
ん
ど
都
市
に
変
化
が
生
じ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
点
で
分
析
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
心
配
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
分
析
用
の
都
市
匿
分
は
基
本
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
単
位
と
し
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
一
四
五
に
分
割
し
た
。
こ
の
数
は
、
居
住
パ
タ
ー
ン
の
詳
細

な
把
握
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
≦
ご
園
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
偏
向
性
」
は
な
い
。
た
だ
し
、
表
通
り
に
面
し
た
家
屋
と
、

こ
れ
と
背
中
合
わ
せ
に
な
る
裏
通
り
に
面
し
た
家
屋
に
住
む
人
々
と
の
経
済
的
な
差
異
は
分
析
に
現
れ
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
。

　
分
析
単
位
に
関
す
る
最
後
の
問
題
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
場
合
、
当
時
の
総
家
族
数
を
示
唆
す
る
資
料
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
　
つ
ま
り
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
は
各
単
位
に
占
め
る
即
ρ
．
対
象
者
の
割
合
を
直
接
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

一
単
位
に
含
ま
れ
る
地
所
の
総
数
は
、
そ
の
単
位
内
に
生
活
す
る
家
族
数
と
正
の
比
例
関
係
に
あ
る
、
と
仮
定
し
た
。
実
際
に
は
ひ
と
つ
の
地
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所
に
家
屋
が
複
数
み
と
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
貧
民
の
集
中
す
る
地
区
で
は
と
り
わ
け
こ
う
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

マ
ー
ス
川
と
接
す
る
南
部
で
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
倉
庫
や
工
場
も
含
ま
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
榊
低
所
該
博
の
割
合
が
多
い
地
区
ほ
ど
、

℃
．
O
．
対
象
者
の
割
合
は
実
際
よ
り
も
多
め
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
剛
・
ρ
は
低
所
得
者
を
対
象
外
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種
の
弊
害
は
分
析
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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門
屋
撃
O
涛
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．
O
卜
。
や
①
b
。
O
．

④
　
ま
た
、
通
り
の
確
認
や
地
所
の
特
定
に
は
、
以
下
の
文
献
・
資
料
も
参
考
に
し

　
た
。
　
聴
官
’
∪
8
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σ
q
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昌
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．
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凱
島
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⑤
　
Ω
①
ヨ
8
三
8
苫
諾
o
h
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洋
Φ
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O
国
ヨ
㌧
涛
■
H
．
ω
㊤
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⑥
O
①
ヨ
8
三
①
貴
。
議
臥
菊
。
洋
。
「
曾
量
目
．
圃
■
9
噛

　
共
和
国
期
の
目
ッ
テ
ル
ダ
ム
経
済
は
、
他
の
ホ
ラ
ソ
ト
都
市
と
同
様
に
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
後
期
に
か
け
て
急
速
な
成
長
を
み
せ
た
。

こ
う
し
た
発
展
は
、
に
し
ん
・
鯨
を
中
心
と
し
た
漁
業
や
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
貿
易
・
海
運
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
都
市
の
沿
岸
部

で
は
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
始
め
に
か
け
て
大
が
か
り
な
整
備
・
拡
張
が
進
め
ら
れ
た
。
　
マ
！
ス
川
沿
い
の
南
部
を
形
成
す
る
芝
鉢
①
撃

ω
3
山
の
大
半
が
そ
の
際
に
造
成
さ
れ
、
俗
に
O
識
⑦
国
。
Φ
評
（
三
角
形
）
と
呼
ば
れ
る
ロ
ヅ
テ
ル
ダ
ム
の
外
観
が
完
成
し
た
。
以
後
、
≦
暮
霞
ω
富
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
拡
張
部
は
海
運
・
交
易
活
動
と
そ
れ
に
伴
う
加
工
業
の
申
心
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。

　
一
方
、
北
半
分
を
構
成
す
る
い
碧
α
ω
雷
Ω
と
旧
南
部
は
政
治
・
宗
教
的
機
能
や
、
市
場
機
能
の
中
心
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
た
。
こ
れ
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は
図
1
に
み
ら
れ
る
市
庁
舎
、
改
革
派
教
会
．
各
種
市
揚
の
位
置
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
の
中
心
部
は
、
概
し
て
東
西
を
横
切
る
＝
o
o
σ
Q
ω
げ
－

冨
暮
沿
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以

上
の
図
式
に
は
、
共
和
国
期
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
経
済
繁
栄
に
陰
り
の
見
え
始
め
る
一
七
世
紀
後
期
か
ら
、
即
の
・
の
査
定
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
た
一
七
四
三
・
四
四
年
に
い
た
る
時
期
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
い

わ
ゆ
る
「
衰
退
期
」
と
重
な
っ
て
い
る
。
人
口
動
向
は
成
長
か
ら
停
滞
も
し
く

は
微
減
に
転
じ
（
表
2
）
、
諸
産
業
は
周
辺
諸
国
と
の
競
争
に
よ
っ
て
、
か
つ
て

の
勢
い
を
失
っ
て
い
っ
た
。
統
計
資
料
の
絶
対
的
な
不
足
か
ら
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
経
済
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
に
近
い
が
、
少
な
く
と
も
外
国
貿

易
に
つ
い
て
は
、
船
舶
数
や
若
干
の
関
税
デ
ー
タ
か
ら
、
一
定
の
レ
ベ
ル
を
維

持
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
に
お
け
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
対

外
取
り
引
き
は
、
基
本
的
に
英
仏
か
ら
輸
入
し
た
商
品
を
、
精
製
・
加
工
し
た

う
え
で
ド
イ
ツ
内
陸
部
へ
輸
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
産
ワ

イ
ン
に
替
わ
っ
て
砂
糖
、
た
ば
こ
と
い
っ
た
植
民
地
物
産
が
取
り
引
き
の
巻
き

　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
・
．
．

S市庁舎
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な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
、
工
業
部
門
も
こ
れ
に
伴
っ
て
砂
糖
の
精
製
や
た
ぼ
こ
の
加
工
な
ど
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
穀
物
、
石
炭
輸
入
や
、
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
た
ジ
ン
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
生
産
・
再
輸
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
問
題
は
、
こ
う
し
た
諸
産
業
の
重
要
度
を
い
か
に
比
較
す
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
の
だ
が
、
一
八
世
紀
半
ば
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
経
済
構

造
に
つ
い
て
何
ら
か
の
知
見
を
得
る
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
即
β
資
料
を
分
析
す
る
ほ
か
な
い
。
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
資
料
は
年
収



一八世紀オランダ都市の居住パターン（大西）

六
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
を
下
認
る
住
民
に
つ
い
て
の
情
報
を
持
た
な
い
た
め
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
全
体
像
が
、
か
な
り
偏
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
と
は
い
え
、
単
位
パ
タ
ー
ン
の
分
析
を
お
こ
な
う
前
に
℃
．
の
．
デ
ー
タ
全
体
を
産
業
別
に
分
類
し
、
そ
の
比
を
求

め
て
お
く
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
駄
な
作
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
近
代
初
期
の
様
々
な
職
業
を
分
類
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
史
研
究
者
の
あ
い
だ
で
ひ
と
つ
の
合
意
が
あ
り
、
ス
リ
ッ
ヘ
ル
・
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ア
ン
・
バ
ー
ト
が
オ
ー
フ
ェ
ル
エ
イ
セ
ル
州
の
研
究
で
採
用
し
た
、
一
八
八
九
年
職
業
セ
ン
サ
ス
の
分
類
法
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

彼
が
こ
の
分
類
を
つ
か
っ
た
理
由
は
、
単
に
一
七
九
五
年
の
セ
ン
サ
ス
資
料
を
一
八
八
九
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
研

究
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
以
後
、
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
八
八
九
年
の
職
業
分
類
は
、
三
五
の
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
勺
・
ρ
に
あ
わ
せ
、
「
ラ
ン
チ
ェ
」
「
そ
の
他
・
不
明
」

の
項
を
加
え
、
「
保
険
業
」
の
項
を
除
い
た
。
ま
た
「
ラ
ン
チ
ェ
」
の
項
を
産
業
部
門
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
他
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
分
類
で
は
金
融
の
項
が
商
業
部
門
に
ふ
く
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
表
3
に
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
他
に
、
オ
ラ
ン
ダ
第
一
の
商
業
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
、

毛
織
物
業
の
盛
ん
な
内
陸
の
工
業
都
市
ハ
ー
レ
ム
の
数
値
を
置
い
た
。
こ
れ
ら
三
都
市
の
産

業
構
造
を
相
互
に
比
較
す
る
と
、
即
の
●
資
料
が
各
都
市
の
基
本
的
特
徴
を
正
確
に
と
ら
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ハ
ー
レ
ム
は
商
業
部
門
よ
り
工
業
部
門
の
割
合
が
大
き
く
、
特
に

毛
織
物
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
パ
タ
ー
ン
は
比

較
的
似
通
っ
て
い
る
が
、
両
者
を
詳
し
く
比
較
す
る
と
、
商
業
部
門
、
と
り
わ
け
運
輸
、
金

融
に
お
け
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
充
実
ぶ
り
が
際
立
っ
て
い
る
。
事
実
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は

資
本
の
規
模
や
海
運
の
分
野
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
到
底
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
工
業

部
門
で
は
、
戸
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
毛
織
物
業
の
発
展
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
食
品
工
業
が
ア

表2　ロッテルダム／コールの人口動向

　　19，780

±45．000

±51，000

士44、000

　57，510

　59，118

（　248）

（4，298）

（4．000）

　1622年

±1675年

±1690年

土1745年

　1795年
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出典：G．」．Mentink，　A。　M．　van　der

　　　Woude，　De　demografisclte　on－
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　　の合計。
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表3　職業構成
レムステルダ唄 ロッテルダム

濃業・三楽・狩猟

　17　　　農業
　18　　　　漁業，狩猟

業
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
⑫
1
3
1
4
1
5
1
6

工

ガラス，石，石灰

印刷

建設，土木

化学工業

木材加工

衣服

芸術

皮革

泥炭，製塩

金属加工

製紙，加工

造船，馬車

道具，器機

織物

蝋燭，精油，石鹸

食品

商業・金融

　19，23，24　　商業

　20　　　運輸

　21　　　金融

社会サービス

　25　　　自由業

　26　　　教育

　27　　　救貧

　28　　　家内サーバント

　30，　31，32公務

　33　　　治水

　34　　　聖職

ラソチエ

　35　　　　ランチエ

その他，不明

　
　
）

7
9
一
Q
回

（

　37
　20
　474

　163

　255

　212

　23
　117

　　0

　485

　　4
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　135

（6346）　50．1ero
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　　3

　　0
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　　6
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　32
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　48
　　3

　15
　　e

　90
　　0

　ユ3

　10

　30
　15
　257
（　70エ）　　26，9％

　93e

　142

　14
（1086）　41．790

　103

　17
　　6

　　0

　214

　　0

　30
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365　14．eero

81　3．190
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　19
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一八世紀オランダ都市の居住パターン（大西）

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
匹
敵
す
る
割
合
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
前
者
は
、
　
一
七
世
紀
に
毛
織
物
輸
出
を
主
体
と
す
る
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

チ
ャ
ソ
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
を
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
し
、
後
者
は
、
対
外
貿
易
を
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

提
と
す
る
砂
糖
精
製
や
酒
造
業
の
発
展
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
部
門
に
よ
っ
て
は
三
都
市
と
も
ほ
と
ん
ど
差
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
ラ
ン
チ
エ
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
し
、
社

会
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
も
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
値
が
や
や
小
さ
い
が
、
大
き
な
違
い
は
な
い
。
そ
の
原
因
は
恐
ら
く
、
こ
れ
ら
が
各
都
市
独
自

の
経
済
基
盤
に
直
接
左
右
さ
れ
な
い
分
野
で
あ
る
点
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
℃
・
ρ
．
資
料
か
ら
み
た
一
八
世
紀
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
経
済
は
、
ま
さ
し
く
典
型
的

な
商
業
都
市
の
そ
れ
で
あ
る
。
商
業
部
門
は
デ
ー
タ
全
体
の
四
割
を
し
め
、
そ
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

か
に
も
中
継
貿
易
と
リ
ン
ク
し
た
加
工
業
〃
ト
ラ
フ
ィ
ー
ク
”
の
存
在
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
三
都
市
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
ラ
ン
チ
ェ
、
公
務
と
い
っ
た
非
実
業
部
門

が
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
富
裕
層
の
割
合
が
極

め
て
高
く
、
彼
ら
の
居
住
パ
タ
ー
ン
は
都
市
全
体
の
富
の
分
布
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
所
得
が
三
〇
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
を
こ
え
る
住
民
は
全
体
の
一

五
％
を
占
め
る
が
、
こ
の
う
ち
ラ
ン
チ
エ
と
高
位
の
行
政
職
を
し
め
る
政
治
エ
リ
ー

ト
一
（
レ
ヘ
ン
ト
）
は
、
商
人
の
二
六
％
に
次
い
で
、
順
に
二
四
％
、
一
四
％
と
富
裕
層

の
多
く
を
構
成
し
て
い
る
。

　
図
2
に
は
、
各
プ
ロ
ヅ
ク
に
即
の
．
対
象
者
の
占
め
る
割
合
が
三
段
階
で
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
産
業
部
門
別
の
、
あ
る
い
は
所
得
別
の
居
住
パ
タ
ー
ン
が

様
々
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ま
ず
は
こ
こ
で
全
体
的
な
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
に
つ

図2　P．Q．対象者分布（人数／地所数
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■・・％以上・・％未満

藝・・％肚・・％未満

欝。％以上K

図3商業部門

□1・％肚・・％未満

藝・・％以上・・％未満

騨，。％以上〆

図4工業部門

い
て
二
点
ほ
ど
確
認
し
て
お
こ
う
。
ひ
と
つ
め
は
、
周
辺
部
に
℃
．
の
．
対
象
者
が
ほ
．
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

中
心
か
ら
離
れ
る
に
し
た
が
っ
て
よ
り
低
い
社
会
層
が
み
ら
れ
る
と
し
た
シ
ョ
バ
ー
ク
の
同
心
円
モ
デ
ル
に
一
致
し
て
い
る
。

勺
・
の
・
対
象
者
が
、
次
の
三
つ
の
地
区
に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

ッ
テ
ル
ダ
ム
の
中
央
を
南
北
に
通
る
ロ
ッ
テ
川
周
辺
部
で
あ
る
。

有
し
て
い
る
。

　
　
す
な
わ
ち
、
類
葺
震
ω
＄
α
拡
張
部
、
缶
。
o
σ
q
ω
霞
㊤
霧
周
辺
、

こ
れ
ら
の
地
区
は
職
業
・
所
得
レ
ベ
ル
の
点
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
特
色
を

こ
れ
は
、
都
市
の

　
も
う
ひ
と
つ
は
、

　
　
　
そ
し
て
ロ
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一八世紀オランダ都市の居佐パターン（大西）

　
ま
ず
は
、
産
業
別
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
分
析
を
始
め
る
。
図
3
か
ら
図
6
は
、
順
に
、
商
業
、
工
業
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
ラ
ン
チ
エ
の
各
居
住

パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
商
業
と
工
業
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
比
較
的
容
易
に
理
解
で
き
る
。
商
業
部
門
は
、
図
3
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
毛
暮
霞
ω
3
α
の
港
周
辺
と
市
庁
舎
付
近
と
に
集
中
し
て
い
る
。
前
者
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
貿
易
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
主

に
富
裕
な
商
人
の
多
く
が
こ
こ
に
居
を
講
え
て
い
た
。
後
老
は
頃
o
o
σ
q
ω
霞
㊤
葺
に
面
し
た
都
市
の
中
心
部
に
当
た
り
、
℃
・
の
・
対
象
者
の
多
く

は
中
産
層
に
属
す
る
商
店
主
だ
ち
で
あ
る
。
商
業
部
門
の
居
住
パ
タ
ー
ン
は
、
総
じ
て
立
地
条
件
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
工
業
部
門
の
特
徴
は
、
顕
著
な
集
中
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
図
4
に
み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
、
ピ
p
巳
簿
ρ
α
と
≦
葺
。
鵠
富
鳥

の
双
方
へ
の
拡
散
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
工
業
都
市
と
異
な
り
、
生
活
に
深
く
結
び
付
い
た
業
種
が
こ
の
部
門
の
上
位
を

占
め
て
い
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
第
一
位
の
パ
ン
焼
き
職
人
（
七
六
名
）
は
、
そ
の
性
格
上
一
ケ
所
に
集
中
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の

次
に
多
い
大
工
（
四
四
名
）
も
同
様
に
広
く
拡
散
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
職
種
ご
と
に
ま
と
ま
る
例
が
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
白
木

（
を
加
工
す
る
）
職
人
、
靴
職
人
、
ナ
イ
フ
職
人
、
か
つ
ら
職
人
、
錫
細
工
師
の
多
く
は
、
大
市
場
（
M
3
）
の
南
西
・
西
方
向
に
面
す
る
数
ブ
ロ

ッ
ク
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
居
を
構
え
て
お
り
、
こ
の
種
の
集
中
は
当
時
、
小
規
模
な
が
ら
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
点
は
、
図
4
に
み
ら
れ
る
工
業
部
門
の
居
住
パ
タ
ー
ン
は
あ
く
ま
で
勺
●
β
．
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
勺
・
ρ
資
料
は
、
例
え
ば
ビ
ー
ル
醸
造
業
や
砂
糖
精
製
業
と
い
っ
た
大
規
模
な
生
産
活
動
に
従
事
し
た
多
く
の
労
働
潜
に
関
し
て
ほ

と
ん
ど
何
も
語
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
門
に
大
規
模
な
集
中
が
み
ら
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
残
る
二
部
門
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
ラ
ン
チ
エ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
商
工
業
と
違
っ
て
、
職
種
と
立
地
条
件
と
の
関
係
か
ら
パ

タ
ー
ン
を
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
図
5
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
居
住
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
集
中
の
み
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

ロ
ッ
テ
川
沿
い
、
出
O
o
σ
q
ω
霞
掌
・
暮
沿
い
、
≦
緯
。
薬
毒
α
（
中
央
部
・
南
部
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
部
門
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
由
業

と
公
務
と
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
比
は
一
対
二
で
あ
る
。
こ
の
内
、
前
者
の
パ
タ
ー
ン
は
問
題
な
い
。
自
由
業
の
内
訳
は
主
と
し
て
医

者
（
二
五
名
）
、
外
科
医
（
三
二
名
）
、
帳
簿
管
理
（
二
五
名
）
で
あ
る
が
、
前
の
二
つ
は
、
そ
の
性
質
か
ら
予
想
さ
れ
る
通
り
、
全
体
的
に
拡
散
し
て
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□1・％肚・・％未満

舅・・％肚・・％未満

購・・％以上K

図5　社会サービス部門

い
る
。
ま
た
、
残
り
の
「
帳
簿
管
理
」
が
商
業
の
中
心
で
あ
る
類
簿
①
貨
財
巴
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う

場
合
は
い
さ
さ
か
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。

フンア一図6
。
し
か
し
、
公
務
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
項
目
は
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
に
は
市
庁
舎
付
近
に
目
立

っ
た
集
中
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
三
〇
％
以
上
の
割
合
を
示
し
て
い
る
箇
所
の
大
半
は
、
公
務
に
属
す
る
人
々
の
集
中
す
る
プ
ロ
ヅ
ク
で

あ
る
が
、
と
り
わ
け
集
中
の
み
ら
れ
る
前
議
①
話
冨
O
は
、
逆
に
行
政
の
中
心
か
ら
ひ
ど
く
か
け
離
れ
て
い
る
。

　
ロ
ヅ
テ
川
沿
い
に
集
中
す
る
ラ
ン
チ
エ
の
パ
タ
ー
ン
も
同
様
に
説
明
が
困
難
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
の
問
題
は
「
ラ
ン
チ
エ
」
と
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一八世紀オランダ都市の居住パターン（大西）

い
う
項
目
が
職
業
分
類
に
あ
り
な
が
ら
、
一
定
の
職
業
グ
ル
ー
プ
を
特
定
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
業
種
か
ら
居
住
パ
タ
ー
ン
の
特

徴
を
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
集
中
す
る
地
点
は
、
経
済
活
動
の
中
心
か
ら
離
れ
た
い
き
α
珍
p
α
で
、
そ
の
中
で
も

概
し
て
地
所
が
大
き
く
、
ま
た
都
市
の
悪
臭
か
ら
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
た
ロ
ッ
テ
川
周
辺
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
、
ラ
ン
チ
エ
の
性
質

を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ラ
ン
チ
エ
と
い
う
と
、
リ
ス
ク
の
大
き
い
商
工
業
か
ら
退
い
て
株
や
国
債
へ
の
投
資
に
切
り
替

え
た
資
産
家
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
が
、
実
際
に
は
女
性
が
こ
の
項
目
の
半
数
以
上
を
占
め
（
二
一
五
名
）
、
そ
の
多
く
は

寡
婦
（
一
四
八
名
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ラ
ソ
チ
エ
の
多
く
は
遺
産
相
続
に
よ
っ
て
財
産
を
得
た
人
々
で
あ
っ
た
。

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
産
業
別
パ
タ
…
ン
の
ほ
と
ん
ど
に
、
職
種
と
立
地
と
の
密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
以
上
の
分
析
か
ら

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
唯
一
の
問
題
は
、
一
職
種
を
限
定
し
な
い
「
ラ
ン
チ
エ
」
の
項
を
除
く
と
一
こ
う
し
た
要
素
か
ら
説
明
の
で
き
な
い

「
公
務
」
の
特
異
な
分
布
で
あ
る
。
そ
の
成
り
立
ち
と
社
会
的
意
味
に
つ
い
て
は
次
章
で
扱
う
が
、
こ
の
問
題
は
、
一
八
世
紀
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

の
富
の
分
布
を
み
る
上
で
も
、
と
り
わ
け
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
図
7
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
全
体
的
な
富
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
所
得
平
均
の
最
も
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

シ
ョ
バ
ー
グ
の
同
心
円
モ
デ
ル
と
は
異
な
り
、
都
市
の
最
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因
は
行
政
の
要
職
を
占
め
る
政
治
エ
リ
ー
ト
、

レ
ヘ
ソ
ト
の
集
中
に
あ
り
、
彼
ら
は
窟
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
居
住
パ
タ
ー
ン
を
、
と
り
わ
け
特
異
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
μ
ッ
テ

ル
ダ
ム
の
富
の
分
布
は
、
こ
れ
を
幾
つ
か
の
所
得
レ
ベ
ル
に
分
け
て
み
る
と
、
さ
ら
に
従
来
の
モ
デ
ル
か
ら
逸
脱
し
た
特
徴
を
示
す
。

　
こ
こ
で
は
、
年
間
所
得
が
六
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
以
上
＝
○
○
ギ
ル
ダ
ー
未
満
あ
る
老
（
ラ
ン
ク
A
）
、
　
一
一
〇
〇
以
上
三
〇
〇
〇
未
満
あ
る
者

（
ラ
ン
ク
B
）
、
三
〇
〇
〇
以
上
の
老
（
ラ
ン
ク
C
）
と
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
中
度
を
図
8
か
ら
図
1
0
に
表
し
た
。
こ
の
三
区
分
は
、
大
ま

か
に
A
が
職
人
、
中
小
商
店
主
、
B
が
自
由
業
、
行
政
職
、
商
人
、
大
商
店
主
、
徴
税
請
負
人
に
、
C
が
ラ
ン
チ
エ
、
レ
ヘ
ン
ト
、
大
商
人
に

対
応
す
る
。
以
下
、
各
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
ラ
ン
ク
A
は
、
即
ρ
対
象
者
の
五
〇
％
を
占
め
る
。
重
心
は
い
碧
α
ω
富
α
に
あ
り
、
と
り
わ
け
、
鵠
O
o
σ
q
ω
鉾
ρ
鋒
沿
い
の
市
場
付
近
に
中
85　（4L）3）
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心
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
市
庁
舎
付
近
の
商
業
部
門
の
集
中
や
、
大
市
場
付
近
の
職
人
達
の
居
住
パ
タ
ー
ン
を
所
得
面
か
ら
確
認
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
続
く
ラ
ン
ク
B
は
、
全
体
の
三
五
％
を
占
め
て
い
る
。
図
9
に
よ
る
と
、
こ
の
ラ
ン
ク
に
属
す
る
人
々
は
ロ
ッ
テ
川
沿
い
と

三
農
Φ
諾
＄
α
に
集
ま
り
、
ラ
ン
ク
A
の
中
心
を
取
り
囲
む
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
。
　
ロ
ッ
テ
川
周
辺
の
集
中
は
ヲ
ン
チ
エ
の
そ
れ
に
、
類
㌣

δ
話
δ
α
の
集
中
は
商
業
部
門
の
そ
れ
に
対
応
す
る
。
富
裕
層
を
構
成
す
る
ラ
ン
ク
C
に
な
る
と
、
い
ρ
p
α
ω
霞
α
に
は
若
干
の
ラ
ン
チ
エ
が
み

ら
れ
る
程
度
で
、
重
心
は
大
商
人
を
中
心
と
す
る
≦
暮
①
冨
3
α
中
部
と
レ
ヘ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
最
南
部
へ
と
移
動
す
る
。
つ
ま
り
、
都
市



の
中
心
部
か
ら
離
れ
る
程
、
即
ρ
対
象
者
の
所
得
平
均
は
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
八
世
紀
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
関
し
て
、
シ
ョ
バ
ー
グ

の
同
心
円
モ
デ
ル
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
特
異
な
形
に
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
産
業
別
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ロ
ヅ
テ
ル

ダ
ム
の
居
住
パ
タ
ー
ン
は
、
職
種
や
立
地
か
ら
、
そ
の
多
く
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
パ
タ
ー
ン
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ら
の
要
素
か
ら
説
明
で
き
な
か
っ
た
「
公
務
」
、
と
り
わ
け
レ
ヘ
ン
ト
の
居
住
パ
タ
ー
ン
に
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
周
辺
部
に
最
富
裕
層

一八世紀オランダ都市の居住パターン（大西）
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が
位
置
す
る
と
い
う
点
で
、
ヴ
ァ
ン
ス
の
描
い
た
近
代
的
居
住
パ
タ
ー
ン
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
ロ
ヅ
テ
ル
ダ
ム
の
場
合
、
こ
の
分

布
は
最
富
裕
層
全
般
の
周
辺
へ
の
脱
出
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
レ
ヘ
ン
ト
と
い
う
政
治
エ
リ
ー
ト
の
集
中
を
主
体
と
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
こ
れ
が
「
資
本
主
義
的
」
土
地
所
有
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
理
由
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
の
居
住
パ
タ
ー
ン
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
、
ま
た
、
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
一
七
世
紀
の
パ
タ
ー
ン
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
成
り
立
ち
と
意

味
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
　
ピ
」
．
O
．
一
■
刃
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①
ω
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霜
。
馬
§
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§
こ
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書
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§
e
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蜘
§
§
ミ
§
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§

　
§
§
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g
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四
レ
ヘ
ン
ト
の
居
住
地
域

　
「
レ
ヘ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
に
市
政
の
中
核
を
成
す
政
治
エ
リ
ー
ト
を
意
味
す
る
。
具
体
的
に
は
、
市
参
事
会
員
（
二
四
名
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

司
法
の
要
職
で
あ
る
ス
へ
ー
ペ
ン
（
七
日
）
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー
と
な
ろ
う
。
ス
へ
ー
ペ
ソ
職
は
、
そ
れ
自
体
に
「
レ
ヘ
ン
ト
」
と
し
て
の
社
会

的
地
位
を
保
証
す
る
性
質
は
な
か
っ
た
が
、
任
期
後
も
○
・
し
ご
・
と
し
て
の
肩
書
き
が
ゆ
る
さ
れ
た
り
、
教
会
で
特
別
な
席
が
与
え
ら
れ
た
り



“八世紀オランダ都市の居住パターン（大西）

す
る
、
い
わ
ば
「
箔
」
の
付
く
宮
職
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
レ
ヘ
ン
ト
は
市
長
に
出
世
す
る
ま
で
、
ス
ヘ
ー
ペ
ソ
職
に
留
ま
る
こ
と
が
多
か

　
②つ
た
。
一
七
四
三
・
四
四
年
で
は
、
市
議
会
員
が
こ
の
官
職
に
就
い
て
い
る
例
は
な
い
が
、
一
六
七
三
年
の
場
合
、
現
役
の
ス
へ
ー
ペ
ン
は
す

べ
て
市
議
会
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
者
で
も
ス
ヘ
ー
ペ
ン
の
大
半
が
レ
ヘ
ン
ト
の
家
系
に
属
し
て
い
る
。
市
行
政
を
統
括
す
る
市
長
職
は
市

議
会
員
が
担
う
た
め
、
自
動
的
に
含
ま
れ
る
。

　
図
1
1
は
、
一
七
四
三
・
四
四
年
の
℃
・
O
．
資
料
に
し
た
が
っ
て
作
成
し

た
レ
ヘ
ン
ト
の
分
布
図
で
あ
る
。
こ
の
分
布
に
は
三
つ
の
中
心
が
あ
り
、

レ
ヘ
ソ
ト
の
多
く
は
毛
9
審
お
3
α
の
最
南
部
か
ル
ー
フ
ェ
ハ
ー
フ
ェ
ン

沿
い
、
あ
る
い
は
麟
o
o
鵯
跨
ρ
暮
沿
い
の
い
ず
れ
か
に
居
を
構
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
、
最
南
部
に
は
レ
ヘ
ン
ト
の
お
よ
そ
三
分
の
一
が
集
ま
り
、

ル
ー
フ
ェ
ハ
ー
フ
ェ
ン
沿
い
と
共
に
三
一
な
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
壮
麗
な
地

区
を
形
成
し
て
い
た
。
前
章
で
み
た
と
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
の
富
の
分
布
を
と
り
わ
け
特
長
的
な
も
の
と
し
た
が
、
最
南
部
の
最

富
裕
地
区
と
し
て
の
歴
史
は
浅
く
、
せ
い
ぜ
い
半
世
紀
前
に
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
西
部
（
パ
ー
ト
A
）
と
中
央
部
（
パ
ー
ト
B
）
は
一
七
世
紀

末
に
な
っ
て
、
整
備
さ
れ
た
住
宅
用
地
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
西
部
は
、
一

六
八
九
年
以
降
に
造
成
さ
れ
、
一
七
〇
二
年
の
段
階
で
当
時
の
市
長
フ
ァ

ン
・
デ
ァ
・
ホ
ー
フ
ェ
ン
が
単
一
で
は
最
大
の
地
所
を
そ
こ
に
所
有
し
て

　
③
い
た
。
中
央
部
は
、
そ
れ
ま
で
造
船
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
空
間
で

図11　レヘントの分布（1743／44年）
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　間に死亡した市参事会員と新メンバーが共に記録された。このため，

　レヘソトは32名となっている。
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あ
っ
た
が
、
一
七
〇
二
年
に
都
市
の
西
側
に
接
す
る
N
巴
ヨ
ぎ
く
Φ
昌
が
製
材
・
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

船
所
向
け
に
整
備
・
売
却
さ
れ
、
工
場
は
そ
こ
に
移
動
し
た
。
　
「
方
、
東
部
（
パ

…
ト
。
）
は
、
以
前
か
ら
住
宅
の
並
ぶ
地
区
で
あ
っ
た
。
こ
の
通
り
は
片
側
が
マ

ー
ス
川
に
面
し
て
い
た
た
め
に
裏
通
り
が
な
く
、
地
所
は
ど
れ
も
広
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
一
七
世
紀
後
期
か
ら
最
富
裕
層
に
よ
る
家
屋
の
建
て
替
え
が
進
　
　
忌

み
・
天
世
紀
前
半
の
あ
い
だ
に
・
。
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
も
・
と
も
レ
ヘ
ン
ト
の
集
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

中
す
・
地
区
と
な
・
や
・
の
・
う
に
・
彼
ら
は
集
の
工
場
や
箋
霧
転
・
飾

改
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
い
敷
地
を
ま
と
ま
っ
て
確
保
す
る
機
会
を
得
た
の
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
こ
う
し
た
レ
ヘ
ン
ト
の
集
中
は
、
一
八
世
紀
だ
け
に
み
ら
れ
る
現
象
で
は
な
か
　
　
誓

っ
た
。
一
六
七
三
回
転
閃
ρ
日
≡
①
O
Φ
匡
台
帳
を
基
に
し
て
作
成
し
た
レ
ヘ
ン
ト

の
分
布
図
（
図
1
2
）
は
、
確
認
で
き
る
レ
ヘ
ン
ト
の
人
数
が
わ
ず
か
で
、
位
置
も
大

ま
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
す
で
に
ル
ー
フ
ェ
ハ
ー
フ
ェ
ン
沿
い
に
集
中
が
み
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
！
＜
簿
震
ω
欝
α
に
位

置
す
る
三
角
形
の
島
に
六
名
の
レ
ヘ
ン
ド
が
居
を
構
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

七
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
地
図
を
幾
つ
か
比
較
す
る
と
、
’
こ
の
島
の
各
通
り
に
建
物
が
立
ち
並
ん
だ
時
期
は
三
〇
年
代
半
ぽ
か

ら
四
〇
年
前
半
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
地
区
は
一
八
世
紀
始
め
の
最
南
部
と
同
様
、
広
い
敷
地
が
確
保
で
き
る
、
一
七
世
紀

前
半
で
も
っ
と
も
新
し
い
土
地
で
あ
っ
た
。
レ
ヘ
ン
ト
は
一
七
・
一
八
世
紀
を
通
じ
て
、
新
た
に
広
い
敷
地
が
確
保
で
き
る
地
区
に
ま
と
ま
る

傾
向
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
特
徴
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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従
来
の
説
に
お
い
て
、
レ
ヘ
ソ
ト
は
、
貴
族
的
な
生
活
様
式
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
そ
う
と
す

る
も
の
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
一
七
世
紀
前
半
、
彼
ら
の
大
半
は
何
等
か
の
経
済
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
一
般
富
裕
市
民
と
区
別
で
き
る

よ
う
な
祉
会
的
・
経
済
的
差
異
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
レ
ヘ
ン
ト
研
究
の
大
家
D
・
J
・
ロ
ー
ル
ダ
に
よ
る
と
、
一
七
世
紀
初
頭
、

レ
ヘ
ソ
ト
は
総
じ
て
貴
族
の
称
号
の
獲
得
に
奔
走
し
た
と
い
う
。
　
一
六
〇
〇
年
ご
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
官
じ
口
自
き
く
巴
は
こ
れ
を
「
こ
の
国

の
ナ
イ
ト
の
称
号
を
求
め
る
伝
染
病
」
と
評
し
た
。
さ
ら
に
一
七
世
紀
後
期
か
ら
、
レ
ヘ
ン
ト
は
次
第
に
実
業
界
か
ら
手
を
引
き
、
富
裕
市
民

層
と
の
性
格
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
っ
た
が
、
諏
ー
ル
ダ
や
彼
の
後
継
者
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
現
象
を
ひ
と
つ
の
流
れ
と
捉
え
、
レ
へ
．

ン
ト
は
閉
鎖
的
な
政
治
エ
リ
ー
ト
層
を
形
成
し
て
ゆ
く
と
同
時
に
、
一
七
・
一
八
世
紀
を
通
じ
て
、
領
地
や
別
荘
を
有
す
る
一
種
の
準
貴
族
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

変
化
し
て
い
っ
た
と
推
測
し
た
。
彼
は
、
こ
の
現
象
を
レ
ヘ
ン
ト
の
「
貴
族
化
」
と
呼
ん
だ
。

　
近
年
、
ロ
ー
ル
ダ
の
見
解
は
、
M
・
ブ
ラ
ッ
ク
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
一
八
世
紀
の
各
種
資
料
か
ら

レ
イ
デ
ン
、
ハ
ウ
ダ
（
ゴ
ー
ダ
）
、
ホ
…
ル
ン
の
レ
ヘ
ン
ト
に
関
す
る
包
括
的
な
分
析
を
試
み
、
レ
ヘ
ン
ト
と
富
裕
市
民
と
の
乖
離
は
、
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ダ
が
想
定
し
た
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
八
世
紀
に
お
け
る
レ
ヘ
ン
ト
の
財
産
構
成
を
み
た
場
合
、
少
な

く
と
も
大
土
地
所
有
や
貴
族
の
称
号
に
固
執
す
る
よ
う
な
傾
向
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
ヘ
ン
ト
は
、
あ
く
ま
で
市
民
的
性
格
を

色
濃
く
残
し
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
℃
・
ρ
・
資
料
の
各
項
目
か
ら
み
た
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
レ
ヘ
ン
ト
の
性
格
と
も
一
致
す
る
。

　
た
と
え
ぼ
大
商
人
の
集
中
す
る
地
区
は
、
明
暮
①
猛
冨
山
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
た
が
、
℃
・
ρ
資
料
か
ら
レ
ヘ
ソ
ト
と
大
商
人
の
家
屋

を
比
較
す
る
と
、
年
間
所
得
が
同
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ぼ
、
そ
の
評
価
額
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
資
産
の
差
を
考
慮
し
な
く
と

も
、
家
屋
の
規
模
や
装
飾
に
は
眼
度
が
あ
り
、
大
き
な
差
は
生
じ
な
か
っ
た
。
実
際
、
家
屋
か
ら
両
者
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
ま
た
、
レ
ヘ
ン
ト
と
そ
の
他
の
富
裕
市
民
と
の
差
異
は
、
家
屋
以
外
の
資
産
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
同
様
に
、

大
商
人
層
と
レ
ヘ
ン
ト
と
を
比
較
し
た
場
合
、
後
者
の
優
越
性
は
家
内
サ
ー
ヴ
ァ
ソ
ト
の
数
や
馬
車
、
ヨ
ッ
ト
、
別
荘
の
有
無
と
い
っ
た
点
に

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
レ
ヘ
ン
ト
の
か
か
え
る
サ
ー
ヴ
ァ
ソ
ト
は
せ
い
ぜ
い
数
名
多
い
程
度
で
あ
っ
た
し
、
馬
の
頭
数
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
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の
よ
う
な
差
は
、
彼
ら
の
強
大
な
政
治
権
力
に
比
べ
る
と
、
い
か
に
も
控
え
め
で
あ
っ
た
、

　
以
上
の
議
論
は
、
レ
ヘ
ン
ト
の
空
間
的
ま
と
ま
り
が
、
彼
ら
の
社
会
的
ス
テ
イ
タ
ス
を
明
示
す
る
数
少
な
い
信
号
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。
当
時
、
も
っ
と
も
壮
麗
な
地
区
と
は
、
レ
ヘ
ン
ト
の
集
ま
る
最
南
部
や
ル
ー
フ
ェ
ハ
ー
フ
ェ
ン
沿
い
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

レ
ヘ
ン
ト
が
比
較
的
新
し
い
地
区
に
集
中
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
レ
イ
デ
ン
で
も
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
述
べ
た
レ
ヘ

ン
ト
の
集
中
と
そ
の
社
会
的
背
景
は
、
ホ
ラ
ン
ト
都
市
に
共
通
す
る
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
七
四
三
・
四
四
年
に
は
も
う
ひ

と
つ
、
国
o
o
σ
q
段
産
量
沿
い
の
市
庁
舎
近
く
に
レ
ヘ
ン
ト
が
集
中
す
る
地
点
が
確
認
さ
れ
る
が
、
…
六
七
三
年
半
分
布
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

恐
ら
く
、
こ
の
集
中
は
都
市
の
中
心
部
に
政
治
エ
リ
ー
ト
が
み
ら
れ
た
時
代
の
な
ご
り
、
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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一
八
世
紀
半
ば
に
お
け
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
居
住
パ
タ
ー
ン
は
、
富
の
分
布
に
関
し
て
、
シ
ョ
バ
ー
グ
の
同
心
円
モ
デ
ル
と
異
な
っ
た
五
三

を
有
し
て
い
た
。
都
市
中
心
部
に
は
中
産
層
の
集
中
が
み
ら
れ
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
形
で
富
裕
層
が
分
布
し
て
い
た
。
周
辺
部
で
は
、
北
部
こ
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そ
℃
。
ρ
．
の
対
象
外
と
な
っ
た
住
民
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
南
部
に
は
、
　
レ
ヘ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
最
富
裕
層
の
多
く
が
居

を
構
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
、
ひ
と
つ
に
＝
ハ
世
紀
後
期
に
始
ま
る
商
業
発
展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
南
部
の
港
周
辺
は
大
規

模
に
拡
張
さ
れ
、
海
外
貿
易
に
従
事
す
る
大
商
人
摺
の
分
布
を
決
定
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
七
世
紀
後
期
に
始
ま
る
オ
ラ
ン
ダ
経

済
の
相
対
的
衰
退
も
、
居
住
パ
タ
ー
ン
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
レ
ヘ
ン
ト
層
が
、
リ
ス
ク
の
大
き

い
実
業
か
ら
次
第
に
手
を
引
い
て
い
っ
た
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
居
住
パ
タ
ー
ン
が
立
地
条
件
に
左
右
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
一
七
世
紀
前
半
の
居
住
パ
タ
ー
ン
を
う
か
が
い
知
る
手
掛
か
り
は
な
く
、
こ
の
点
を
証
明
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
社
会
的
ス
テ
イ
タ
ス
の
視
覚
化
、
と
い
う
社
会
的
要
因
を
指
摘
し
た
。

　
今
回
の
分
析
は
、
シ
ョ
バ
ー
グ
・
モ
デ
ル
と
の
差
異
を
説
明
す
る
、
と
い
う
形
を
と
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
都
市
の
社
会
的
変
化
と
居
住
パ

タ
ー
ン
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
立
ち
入
っ
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
・
モ
デ
ル
に
は
適
指
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
南

部
周
辺
に
み
ら
れ
た
レ
ヘ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
最
富
裕
層
の
集
中
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
「
近
代
性
」
を
ど
の
程
度
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
比
較
的
は
っ
き
り
と
し
た
所
得
レ
ベ
ル
別
の
居
住
分
化
は
、
そ
の
後
の
展
開
に
つ
な
が
る
ひ
と
つ
の
傾
向
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
八
割
が
省
略
さ
れ
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
虚
像
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
六
、
一
七
世
紀
の
パ
タ
ー
ン
と
の
比
較
が
資
料

的
に
困
難
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
一
八
世
紀
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
空
間
的
特
微
を
、
時
間
軸
の
上
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
一
九
世
紀
の
居

佐
パ
タ
ー
ン
と
の
比
較
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
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formatiop　and　subsequent　dissolution　of　powerful　aristocratic　clans　fol－

lowed　by　the　establishment　of　a　despotic　monarchical　system．

Residential　Patterns　in　Eighteenth－Century’　Rotterdam

　　　　　　　　　　　　　　　A　Historical　Case　Study

ONIsHI　Yoshiyuki

　　Residential　patterns　in　pre－industrial　cities　became　an　important

subject　for　historical　study　in　the　1970　s；．most　researchers　who　study

these　residential　patterns　tried　to　test　the　validity　of　G．　Sjoberg　and　J．　E．

Vance’s　models．　Was　there　a　wealthy　and　exclusive　core　surrounded

by　a　much　latget　area　where　social　stattis　diminished　as　one　moved

further　away　frOm　the　center，，as　Sjoberg．・suggests　？　Or　was　the　city　in

tke　prei／，c．　apitalist　age　zoned　by　occupation　under　the　．　guild　system　with

plural　eotes，　as　Vance　ciaims？　ln　this　article，　tke　author　analyzes　the

case　of’IRotterdam，　the　second　large＄t　city　in　the　Republic．　Can　a

differen，t’residential　pattem　be　found　in　this　harbor　in　the　Netherlands？

From　the　data，　it　is　clear　that　the／middle　class　in　the　center　was

surrounded　by’ 狽?ｅ　wealthy．pn”the　periphery．　This　pattern　can　be

understood　in　terms　’ 盾?　the　obcupations　of　each　area’s　residents．　Only

the　distribution　of　the　po！itical　elite，　the　regents，　cannot　be　explained

by　these　conditions．　Their　residential　pattern　was　one　of　the　few　signs

of　their　social　status．
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